
平成２６年度第１６回県政参画電子アンケート 

『「地方創生」に対するアンケート』調査結果 

 

１ 調査概要 

・テーマ：「地方創生」に対するアンケート 

 ・期間：平成 26 年 12 月 19 日(金) ～ 平成 27 年 1 月 6 日(火) 12:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：４０９名／４８８名（８３．８％） （※回答者数は重複回答者除く） 

２ アンケートの調査目的 
現在、国において「まち・ひと・しごと創生本部」が設置され、人口減少の克服と、地方創生に向けて

５０年後に１億人程度の人口規模を維持することを目標として２０２０年を目処とした総合戦略の策定

作業が進められています。 
 今後、地方においても総合戦略を策定する中で、本県も平成２７年度中に鳥取県版の「まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」を策定し、人口減少の克服と地方創生に向けた対策を実施していくこととしています。 
 そこで、今後の人口減少・地方創生対策を行うにあたって、総合戦略を策定する上での方向性を検討す

るための資料とすることを目的として実施するものです。ご協力をよろしくお願いします。 
 
（問６）参考：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成２５年３月推計）」⇒
http://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson13/6houkoku/houkoku_3.pdf 

 
 
（問１） あなたの性別をお答えください。  
１ 男性    175 人 42.8% 

 

２ 女性    234 人 57.2% 
  

 

（問２）あなたの年齢をお答えください。  
１ ２０歳未満    1 人 0.2% 

 

２ ２０～２４歳    22 人 5.4% 
 

３ ２５～２９歳    24 人 5.9% 
 

４ ３０～３４歳    51 人 12.5% 
 

５ ３５～３９歳    71 人 17.4% 
 

６ ４０～４４歳    68 人 16.6% 
 

７ ４５～４９歳    49 人 12% 
 

８ ５０～５４歳    39 人 9.5% 
 

９ ５５～５９歳    20 人 4.9% 
 

１０ ６０歳以上    64 人 15.6% 
  

 

（問３）あなたの職業をお答えください。  
１ 有職・常勤（会社従業

員、自営業等）    180 人 44% 
 

２ 有職・非常勤（パート、

アルバイト等）    106 人 25.9% 
 

３ 現在は働いていない    92 人 22.5% 
 

４ 学生    13 人 3.2% 
 

５ その他    17 人 4.2% 
  



 

（問４）あなたのお住まいの市町村をお答えください。  

１ 鳥取市    160 人 39.1% 
 

２ 米子市    118 人 28.9% 
 

３ 倉吉市    34 人 8.3% 
 

４ 境港市    20 人 4.9% 
 

５ 岩美町    4 人 1% 
 

６ 若桜町    1 人 0.2% 
 

７ 智頭町    1 人 0.2% 
 

８ 八頭町    8 人 2% 
 

９ 三朝町    1 人 0.2% 
 

１０ 湯梨浜町    11 人 2.7% 
 

１１ 琴浦町    15 人 3.7% 
 

１２ 北栄町    7 人 1.7% 
 

１３ 日吉津村    1 人 0.2% 
 

１４ 大山町    10 人 2.4% 
 

１５ 南部町    5 人 1.2% 
 

１６ 伯耆町    4 人 1% 
 

１７ 日南町    6 人 1.5% 
 

１８ 日野町    1 人 0.2% 
 

１９ 江府町    1 人 0.2% 
  

 
 

（問５）あなたは鳥取県に通算で何年住んでいますか。  

１ １年未満    1 人 0.2% 
 

２ １～５年    33 人 8.1% 
 

３ ５～１０年    28 人 6.8% 
 

４ １０～２０年    40 人 9.8% 
 

５ ２０～３０年    82 人 20% 
 

６ ３０～４０年    93 人 22.7% 
 

７ ４０～５０年    67 人 16.4% 
 

８ ５０年以上    64 人 15.6% 
  

 
 



（問６）鳥取県の人口は現在約５７万人ですが、２０４０年には約４４万人に減少するとの国立社会保

障・人口問題研究所の推計結果が公表されています。あなたはこの推計結果を知っていましたか。  

１ 知っていた    189 人 46.2% 
 

２ 知らなかった    220 人 53.8% 
  

 
 

（問７）鳥取県の人口が減少していくことについてあなたの考えに最も近いものを１つ選んでください。

１ 人口減少は望ましくなく、

現在より増加するよう努力す

べきだと思う  
  116 人 28.4% 

 

２ 人口減少は望ましくなく、

現在程度の人口維持を目指す

べきだと思う  
  74 人 18.1% 

 

３ 人口減少はやむを得ない

が、なるべく減少に歯止めをか

けるべきだと思う  
  156 人 38.1% 

 

４ 人口減少はやむを得ない    54 人 13.2% 
 

５ その他    9 人 2.2% 
  

 
 
（問８）人口減少が進行していった場合に生じる社会への影響について、次のうちからあなたが影響が

大きいと考えること及び不安に感じることを３つ以内で選んでください。  

１ 国や地方が税収減となり、

行政サービスが低下する    160 人 39.1% 
 

２ 年金の減額、社会保険料や

医療費の増額など、社会保障に

係る個人の負担増  
  232 人 56.7% 

 

３ 地域を支える担い手の不

足や地域活力の低下    241 人 58.9% 
 

４ 過疎化の進行による県土

の荒廃    114 人 27.9% 
 

５ 労働力人口の減少などに

よる地域産業の衰退    176 人 43% 
 

６ 人口減少による消費減な

どで、商店街などの中心部のに

ぎわいが喪失  
  87 人 21.3% 

 

７ 地域の伝統や文化の喪失    48 人 11.7% 
 

８ スポーツ、文化、娯楽など

の余暇を楽しむ機会の減少    14 人 3.4% 
 

９ それほど影響はない    9 人 2.2% 
 

１０ その他    10 人 2.4% 
  

 
 
 
 



（問９）問８の項目の中であなたが特に影響が大きいと考えること及び不安に感じることについて１つ

選んでください。  
１ 国や地方が税収減とな

り、行政サービスが低下す

る  
  50 人 12.2% 

 

２ 年金の減額、社会保険

料や医療費の増額など、社

会保障の個人への負担増  
  153 人 37.4% 

 

３ 地域を支える担い手の

不足や地域活力の低下    87 人 21.3% 
 

４ 過疎化の進行による県

土の荒廃    29 人 7.1% 
 

５ 労働力人口の減少など

による地域産業の衰退    37 人 9% 
 

６ 人口減少による消費減

などで、商店街などのまち

の中心部のにぎわいが喪失  
  25 人 6.1% 

 

７ 地域の伝統や文化の喪

失    9 人 2.2% 
 

８ スポーツ、文化、娯楽

などの余暇を楽しむ機会の

減少  
  3 人 0.7% 

 

９ それほど影響はない    12 人 2.9% 
 

１０ その他    4 人 1% 
  

 
 

（問１０）人口減少を克服し活力ある社会を目指して、鳥取県が今後取り組むべきことについて、最も

重視すべきことは何だと思いますか。次の中から１つ選んでください。  
１ 産業を振興し、雇用

を拡大させて、経済を活

性化させる取組  
  158 人 38.6% 

 

２ 移住の促進や定

住・U ターンなど社会減

を減少させる取組  
  50 人 12.2% 

 

３ 子育て支援やワー

クライフバランスの充

実により、結婚・出産・

子育ての希望をかなえ

る取組  

  96 人 23.5% 
 

４ 農山村の魅力作り

や福祉の充実など、人口

減少社会でも安心して

暮らせる地域を目指す

取組  

  50 人 12.2% 
 

５ 観光資源や森林資

源といった地域資源の

活用や人や物の交流を

拡大し、地域の活性化や

にぎわいを創る取組  

  43 人 10.5% 
 

６ その他    12 人 2.9% 
  

 



（問１１）鳥取県がこれから地域経済の活性化を行う際に、どういった取組に力を入れるべきだとお考

えになりますか。次の中から３つ以内で選んでください。  
１ 企業誘致、起業しや

すい環境の整備などによ

る新規産業の創出  
  216 人 52.8% 

 

２ 生産性向上や商圏拡

大の支援などによる商工

業の振興  
  99 人 24.2% 

 

３ 正規雇用の拡大や雇

用のミスマッチ解消    186 人 45.5% 
 

４ ６次産業化・ブラン

ド化など高付加価値化の

促進などによる農林水産

業の振興  

  114 人 27.9% 
 

５ 女性管理職の登用拡

大や職域拡大など女性の

活躍促進  
  46 人 11.2% 

 

６ 自然、温泉などの本

県の素材を活かした観光

産業の振興  
  155 人 37.9% 

 

７ 学校、企業等と連携

したキャリア教育の推進

など若者の人材育成  
  92 人 22.5% 

 

８ 産業振興につながる

道路、空港等のインフラ

整備及びインターネット

環境等の社会基盤の整備  

  95 人 23.2% 
 

９ その他    8 人 2% 
  

 
 

（問１２）鳥取県がこれから社会減の減少に向けた取組を行う際に、どういった取組に力を入れるべき

だとお考えになりますか。次の中から３つ以内で選んでお答えください。  
１ 移住者、U ターン者

の増加に向けた情報発信

やサポート体制の充実  
  209 人 51.1% 

 

２ 正規雇用の拡大や雇

用のミスマッチ解消    221 人 54% 
 

３ 起業など若者がチャ

レンジしやすい環境の整

備  
  135 人 33% 

 

４ 若者による地域の魅

力作りの支援    154 人 37.7% 
 

５ 道路等のインフラ整

備や公共交通機関の充実    122 人 29.8% 
 

６ ショッピングモール

や娯楽施設の誘致などに

よる地域のにぎわい作り  
  89 人 21.8% 

 

７ その他    19 人 4.6% 
  

 



（問１３）鳥取県がこれから少子化に歯止めをかけるため、どういった取組に力を入れるべきだとお考

えになりますか。次の中から３つ以内で選んでお答えください。  
１ 結婚につながる出会いの

機会創出の促進    98 人 24% 
 

２ 仕事と家庭の両立（ワー

クライフバランス）などによ

る働き方の見直し  
  216 人 52.8% 

 

３ 育児休業の取得や再就職

支援など妊娠・出産しても安

心して働き続けられる職場環

境整備  

  211 人 51.6% 
 

４ 妊娠・出産・子育てに関

する相談体制や医療体制の整

備  
  92 人 22.5% 

 

５ 保育料軽減や進学のため

の奨学金制度の充実などによ

る子育て・教育における経済

的な負担の軽減  

  202 人 49.4% 
 

６ 多子世帯に対する支援の

充実    46 人 11.2% 
 

７ 幼児教育や少人数学級な

どによる教育環境の充実    36 人 8.8% 
 

８ 病児・病後児保育、一時・

休日保育、放課後児童クラブ

等の保育環境の充実  
  122 人 29.8% 

 

９ 生命の大切さ、家庭の大

切さといった価値観の醸成    35 人 8.6% 
 

１０ その他    22 人 5.4% 
  

 
 

（問１４）鳥取県がこれから人口減の中でも安心して暮らせる地域づくりを行う際に、どういった取組

に力を入れるべきだとお考えになりますか。次の中から３つ以内で選んでお答えください。  
１ 自治会や地域の活動の活

性化などの地域のつながり、

顔の見える社会の創出  
  191 人 46.7% 

 

２ 高齢者や若者など地域住

民の社会活動の参加増    152 人 37.2% 
 

３ 地域の防災、防犯、治安

の向上に向けた住民同士のネ

ットワークづくり  
  152 人 37.2% 

 

４ 買物・通院等が不便・困

難な地域へのサービスなど地

域生活における生活上の不便

を解消する施策の充実  

  239 人 58.4% 
 

５ 廃校舎、公民館などの施

設を利用した地域の拠点作

り  
  96 人 23.5% 

 

６ 空き家の撤去、住宅の耐

震化など安心して暮らせる居

住環境の整備  
  115 人 28.1% 

 

７ その他    18 人 4.4% 
  



 

（問１５）鳥取県がこれから地域の活性化、にぎわいが創出される社会目指した取組を行う際に、どう

いった取組に力を入れるべきだとお考えになりますか。次の中から３つ以内で選んでお答えください。 
１ 駅前や中心市街地

の活性化    184 人 45% 
 

２ 子どもと高齢者の

交流などによる異世代

間の交流  
  144 人 35.2% 

 

３ 地域と都市住民、大

学生等との交流    91 人 22.2% 
 

４ 観光資源や森林資

源といった地域資源を

活かした中山間地の振

興  

  242 人 59.2% 
 

５ 地域行事や伝統芸

能等を活かした地域づ

くり  
  151 人 36.9% 

 

６ スポーツ、文化芸術

に触れる機会の充実及

び活動の促進  
  105 人 25.7% 

 

７ その他    13 人 3.2% 
  

 
 


